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市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た

す
べ
て
が
手
作
り
の
市
民
創
作
劇
。

今
年
４
月
に
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
出
演
者
や

制
作
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
を
大
き
く
上
回
る
81
人
が
応
募
。

上
は
68
歳
か
ら
下
は
６
歳
ま
で
。

演
劇
経
験
の
な
い
人
も
多
い
。

一
人
で
も
多
く
の
人
と

舞
台
を
作
る
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
い
た
い
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に

演
劇
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
。

参
加
者
の
数
だ
け
、「
思
い
」
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
た
だ
い
ま
奮
闘
中
。

ふるさと安城がまだ安城ヶ原と呼ばれていたころ、
たくさんの狐たちが平和に暮らしていた。ところが、
荒れ地に水を引き、水田に変えるための用水工事が
突然、狐たちの住む森に迫る。
森は、狐たちにとってかけがえのない土地。水不

足に悩む農民たちの苦しみを理解しながらも、狐た
ちは、自分たちが生きていくための方法を懸命に模
索する。海の向こうに新天地を求めようとする若衆
狐。年寄り狐や幼狐たちのため、自らの命をかけて
森を守ろうとする大将・銀狐。
見果てぬ夢をかなえようと、月の出を合図に安城

ヶ原の狐たちは立ち上がる・・・。
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